
（別紙） 

諮 問 映 画 

映 画 名 となりのとらんす少女ちゃん 

制 作 者 等 みのむしフィルム株式会社 
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本作品は、性別への違和感や葛藤を抱える主人公が、思春期における自己受容や周

囲との関係に向き合いながら、家族や友人とのつながりの中で成長していく姿を描い

たコメディ映画である。 

 

 性別に関する固定観念について考えるきっかけを与えるとともに、多様な考え方や

感じ方を理解し尊重することの大切さが描かれており、青少年の社会に対する良識や

倫理観を育てるものである。 

 

周囲との違いに悩む人への理解や共感を深めるとともに、相手を思いやり支え合う

ことの大切さが描かれており、青少年の人を慈しみ大切にする心を育てるものである。 

 

 固定観念や先入観にとらわれることなく、自分や他者について多面的に考えること

の大切さが描かれており、物事を様々な視点から捉える姿勢を育み、青少年の思考力、

批判力又は観察力を養うものである。 

 

成長過程で直面する自己への葛藤や将来への不安に向き合いながら、自らの意思で

進む道を選んでいく姿が描かれており、自分自身を大切にしながら成長することの意

義を伝え、青少年の健全な心身の成長に資するものである。 

 

本作品は、条例施行規則第２条の優良図書類等の推奨の基準  

第一号 青少年の社会に対する良識と倫理観を育てるものであること。 

第三号 青少年の人を慈しみ、大切にする心を育てるものであること。 

第五号 青少年の思考力、批判力又は観察力を養うものであること。 

第六号 そのほか、青少年の健全な心身の成長に資するものである。 

に該当し、青少年（主として中学生以上）を健全に育成する上で有益であ

ると認め、中学生以上を対象に推奨を行う。 

 

 


